
学
習
プ
リ
ン
ト
（
読
む
こ
と
）

手
引
き
⑬

★
文
法
に
強
く
な
る

①

話
し
手
や
書
き
手
の
考
え
や
気
持
ち
を
、
い
く
つ
か
の
文
を
連
ね
て
表
現
し
た
最
も

文
章

大
き
な
言
葉
の
単
位
。
普
通
い
く
つ
か
の
段
落
ま
た
は
文
の
集
ま
り
か
ら
成
り
立
つ
。

文
法
で
は
、
「
文
章
」
と
「
文
」
と
は
別
の
単
位
。

文
章
の
筋
道
を
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
内
容
の
ま
と
ま
り
ご
と
に
区
切
っ
た
も
の
。

段
落

◆
形
式
段
落
…
行
を
改
め
、
一
字
下
げ
て
書
き
出
す
文
章
中
の
ひ
と
ま
と
ま
り
。

◆
意
味
段
落
…
内
容
の
ま
と
ま
り
で
形
式
段
落
を
い
く
つ
か
に
ま
と
め
た
も
の
。

文

話
し
手
や
書
き
手
の
一
つ
の
ま
と
ま
っ
た
考
え
や
気
持
ち
を
表
し
た
一
続
き
の
言
葉
。

書
く
と
き
は
、
そ
の
終
わ
り
に
必
ず
「
。
」
（
句
点
）
を
付
け
る
。

短
文

…
主
語
・
述
語
の
関
係
が
一
回
だ
け
あ
る
文
。

主
語

述
語

（
例
）
風
が

そ
よ
そ
よ
と

吹
く
。

重
文

…
主
語
・
述
語
の
関
係
が
二
回
以
上
あ
り
、
そ
れ
ら
が

並
立
の
関
係
で
あ
る
文
。

並
列
の
関
係

主
語

述
語

主
語

述
語

（
例
）
山
は

高
く

、
水
は

清
い
。

複
文

…
主
語
・
述
語
の
関
係
が
二
回
以
上
あ
り
、
そ
れ
ら
が

並
立
の
関
係
で
な
い
文
。

主
語

述
語

主
語

述
語

（
例
）
兄
の

作
っ
た

曲
が

入
選
し
た
。

主
部

文
を
、
意
味
や
発
音
を
こ
わ
さ
な
い
程
度
に
短
く
区
切
っ
た
言
葉
。
自
立
語
一
つ
か
、

文
節

そ
れ
に
付
属
語
が
付
い
た
も
の
を
一
文
節
と
い
う
。

◆
文
節
の
切
れ
目
は
「
ネ
」
・
「
サ
」
・
「
ヨ
」
を
入
れ
て
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
例
）
庭
に
ネ

赤
い
ネ

花
が
ネ

咲
い
て
ネ

い
る
ネ

。
（
五
文
節
）

〔
文
節
に
区
切
る
と
き
の
注
意
点
〕

（
１
）
補
助
動
詞
が
付
い
た
も
の
は
区
切
る
。

（
例
）

花
が

咲
い
て

い
る
。

（
２
）
複
合
語
は
区
切
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
例
）

荷
物
を

受
け
取
る
。

単
語

言
葉
を
意
味
や
働
き
の
上
で
分
け
た
最
も
小
さ
い
単
位
。

（
例
）
赤
い
／
花
／
が
／
た
く
さ
ん
／
咲
く

。
（
／
が
単
語
の
切
れ
目
。
）

★
文
法
と
は
、
言
葉
の
使
い
方
や
続
け
方
な
ど
の
き
ま
り
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
文
法
を
学
ぶ

と
い
う
こ
と
は
、
今
ま
で
何
気
な
く
使
っ
て
い
た
言
葉
に
、
き
ま
り
が
あ
る
こ
と
を
知
る
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
文
法
を
理
解
し
、
文
章
の
正
確
な
読
解
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

知
っ
て
お
き
た
い
文
法
の
知
識

小さい言葉の単位 大きい言葉の単位

◆
連
文
節

二
つ
以
上
の
文
節
が
意

味
の
う
え
か
ら
ひ
と
ま
と

ま
り
に
な
っ
た
も
の
を
連

文
節
と
い
う
。
連
文
節
に

は
、
「
主
部
」
「
述
部
」

「
修
飾
部
」
「
接
続
部
」

「
独
立
部
」
が
あ
る
。

一
文
節
の
場
合
は
「
部
」

と
は
い
わ
な
い
。



学
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（
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こ
と
）

手
引
き
⑬

★
文
法
に
強
く
な
る

②

文
を
、
意
味
や
発
音
を
こ
わ
さ
な
い
程
度
に
短
く
区
切
っ
た
言
葉
。
自
立
語
一
つ
か
、

文

節

そ
れ
に
付
属
語
が
つ
い
た
も
の
で
一
文
節
。

◆
文
節
の
切
れ
目
に
は
「
ネ
」
・
「
サ
」
・
「
ヨ
」
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
例
）
庭
に
ネ

赤
い
ネ

花
が
ネ

咲
い
て
ネ

い
る
ネ

。
（
五
文
節
）

●
文
の
成
分
●

主

語

「
何
が
」
に
あ
た
り
、
文
の
主
体
を
示
す
文
節
。

花
が

咲
く
。

「
が
・
は
・
も
・
こ
そ
・
だ
っ
て
」
な
ど
が
付
く
。

私
も

う
れ
し
い
。

述

語
「
ど
う
す
る
・
ど
ん
な
だ
・
何
だ
・
あ
る
（
な
い
・
い
る
）
」

辞
書
は

便
利
だ
。

を
表
す
文
節
。
文
の
最
後
に
来
る
。

お
か
し
だ
っ
て

あ
る
。

下
の
文
節
に
つ
な
が
っ
て
、
意
味
を
く
わ
し
く
説
明
す
る

白
い

雲
。

修
飾
語

文
節
。
「
何
を
・
い
つ
・
ど
こ
で
・
ど
ん
な
・
ど
の
よ
う

か
な
り

寒
い
。

に
」
な
ど
を
表
す
。

夜
空
の

星
。

接
続
語

単
語
と
単
語
、
文
節
と
文
節
、
文
と
文
、
段
落
と
段
落
を

遅
い
。

だ
か
ら

帰
る
。

つ
な
い
で
、
そ
の
関
係
を
示
す
文
節
。

遅
い
か
ら

帰
る
。

独
立
語

文
の
中
で
他
の
文
節
と
あ
ま
り
関
係
が
な
く
、
独
立
し
た

お
や
、
雨
だ
。

文
節
。
感
動
・
応
答
・
呼
び
か
け
な
ど
を
表
す
。

は
い
、
私
で
す
。

●
文
節
と
文
節
の
関
係
●

文
中
の
「
何
（
だ
れ
）
が
→
ど
う
す
る
」
の
よ
う
な
関
係
。

主
語

述
語

主
語

述
語

①

何
（
だ
れ
）
が

→

ど
う
す
る
。

①

花
が

→

咲
く
。

②

何
（
だ
れ
）
が

→

ど
ん
な
だ
。

②

空
は

→

青
い
。

③

何
（
だ
れ
）
が

→

何
だ
。

③

鉄
は

→

金
属
だ
。

④

何
（
だ
れ
）
が

→

あ
る
（
な
い
・
い
る
）
。

④

本
が

→

あ
る
。

文
中
の
「
何
を
→
ど
う
す
る
」
「
ど
ん
な
→
何
だ
。
」
「
ど
ん

修
飾
・
被
修
飾
の
関
係

な
に
→
ど
ん
な
だ
」
の
よ
う
な
関
係
。
修
飾
語
に
対
し
て
、

修
飾
さ
れ
る
語
を
「
被
修
飾
語
」
と
い
う
。

花
が

き
れ
い
に

咲
く
。

〔
修
飾
語
の
種
類
〕

◆
連
体
修
飾
語

体
言
（
名
詞
）
を
含
む
文
節
を
修
飾
す
る
文
節
。

赤
い

実
が

な
る
。

（
名
詞
）

◆
連
用
修
飾
語

用
言
（
動
詞
・
形
容
詞
・
形
容
動
詞
）
を
含
む
文
節
を

と
て
も

明
る
い
。

修
飾
す
る
文
節
。

（
形
容
詞
）

二
つ
以
上
の
文
節
が
対
等
に
並
ん
で
ひ
と
ま
と
ま
り
に
な
る

（
全
体
で
述
部
と
な
る
。）

関
係
。

並
列
の
関
係

◆
連
文
節

二
つ
以
上
の
文
節
が
意
味
の
上
か
ら
ひ
と
ま
と
ま
り
に

○
町
は

静
か
で

平
和
だ
。

な
っ
た
も
の
。
主
部
・
述
部
・
修
飾
部
・
接
続
部
・
独

※
文
節
（
の
一
部
）
を
入
れ
替
え
て
も
、

立
部
が
あ
る
。

意
味
が
変
わ
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。

（
○
町
は

平
和
で

静
か
だ
。
）

下
の
文
節
が
、
す
ぐ
上
の
文
節
に
補
助
的
な
意
味
を
そ
え
る

補
助
の
関
係

関
係
。
ひ
と
ま
と
ま
り
で
主
部
・
述
部
・
修
飾
部
・
接
続
部

・
独
立
部
に
な
る
。

○
雨
が

降
っ
て

い
る
。

知
っ
て
お
き
た
い
文
節
の
知
識

主語・述語の関係修飾・被修飾の関係並列(対等)の関係補助の関係


